
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 １０６ 

令和５年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 工芸Ⅱ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 工芸Ⅱ（日本文教出版） 

副教材等  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 

工芸Ⅰで学んだ作図法をもとに展開図を学びます。内容をさらに発展させて、ペーパースクラプチ

ャーやジャバラ折、金属工芸などの立体造形にも取り組みます。また、紙や金属、土などの素材の

違いとその制作技法についても学びます。 

工芸技法を学ぶ事により生活の中に生きる美についても考えます。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

(１) 工芸Ⅰで学んだ正投影図三角法から展開図への応用を理解する。   

(２)紙や土、金属の加工技法を学ぶ。 

(３)生活にある工芸品を意識させ、用と美の関わりを理解する。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

用の美を考え、素材を理解

して、その加工技術を習得

する。 

制作意図に応じて表現方法

を工夫している。 

展開図を学び、立体と平面の

関係性を理解する。 

紙や金属、土を使った工芸作

品を制作し、生活の中の工芸

品を意識させる。 

物作りを論理的に考え、考察

して見通しを立てる能力を養

う。 

主体的に日用品の素材感につ

いても考える。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

一

学

期 

製

図 

展開図 

正投影図から展開図を作

図する 

知識の定着を図るため、製

図テストを実施 

a:主題の追求、展開図、作図法の

理解 

b:正投影図からの立体図の考察 

c:取り組み 作図課題への取り

組みと正確で丁寧な図面を描

いている。 

 

ワークシ

ート 

筆記テス

ト 

作品 

製図過

程 

取り組み 

製図過程 

紙
の
造
形 

ジャバラ折 

 モニュメントやランプシェー 

 ドのイメージで回転体を考え 

 る 

 計画的に作図し、イメージ 

 通りの形に仕上げる     

a:主題の追求、立体を考え、折を 

 計画的に作図する。 

b:山折り、谷折りを考え、立体を 

 イメージする 

c:取り組み 安全に作業し、最後

まで丁寧に仕上げている。 

 

作品 

試作 

作品 

制作過

程 

取り組み 

用具取り

扱い 

 

二
学
期 

 

金
属
工
芸 

 

七宝焼コースターの制作 

 金属材料の特性を理解し、 

 熱処理や加工法を習得する 

 

 七宝焼の歴史と装飾技法に 

 ついて学ぶ 

 

a:主題の追求 金属材料の特性 

を理解し、熱処理やプレス加工

などを理解している。 

b:七宝焼の色みを考えデザイン

する 

c:取り組み 安全に作業し、最後

まで丁寧に仕上げている。 

 

アイデア

スケッチ 

作品 

 

作品 

制作過

程 

 

取り組み 

用具の取

り扱い 

 

金
属
工
芸 

真鍮スプーンの制作 

 金属特性を理解し、デザイ  

 ンから制作仕上げまでを行 

 い、生活で使われる工芸に 

 ついて考える   

a:主題の追求 金属材料の特性

を理解し、熱処理や打ち出し、

切削など用具を正しく使用し

ている。 

b:金属の特性を考えデザインす 

 る   

c:取り組み 安全に作業し、最後

まで丁寧に仕上げている。 

アイデア

スケッチ 

作品 

作品 

制作過

程 

取り組み 

用具の取

り扱 

 

三
学
期 

陶
芸 

手回しろくろを使って器制作 

 手回しろくろを使い、お茶碗 

 を制作する 

a:主題の追求 ろくろを正しく

使用し、紐作り法を理解してい

る。 

b:作品イメージができている 

c:取り組み 安全に作業し、最後

まで丁寧に仕上げている。 

 

アイデア

スケッチ 

作品 

作品 

制作過

程 

取り組み 

用具の取

り扱 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 


